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1

　　　　　　　　　　　仏教徒のねがい

1．仏に帰依し、仏の教えに帰依し、仏の教えをあおぐ人々に帰依して

　　正しく明るく生きぬく人聞となります。

2．・仏の智慧と慈悲に照らされて、さとりの道を求め、真実の自己に

　　めざめると共に、多くの人々に仏のおしえを伝えます。

3．みずから戒めを守り、行ないを反省し、生かされている身の幸せに

　　気づいて、あらゆる恵みに感謝し、叡智と愛情をもって明るい生活

　　を築きます。

4．みずからとらわれと偏見をすてて、真実を正しく見、創造力を養い、

　　個性を伸し、よろこんで世のためにつくして、自他平等の幸せな

　　社会を作ります。　　　　　　　　　　　　　（全日本仏教会制定）10月号 発行所全日本仏教会　東京都中央区築地3－15－1（本願寺内）振替東京37650
発行人　伊藤勝淳　　編集人　柳　了堅　　電話　（542）　2969・86t6　（541）0313

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
案
内
し
た
方
だ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
会
合
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
、
仙
台
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
概
括
を
含
め
た

●
　
国
際
専
門
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
総
仕
上
げ
の
形
と
レ
、
出
席
者
に
は
年

　
監
製
の
国
際
専
門
委
員
会
は
九
月
一
　
来
ま
で
に
本
年
度
の
仏
教
文
化
会
議
紀

四
日
午
後
二
時
か
ら
、
築
地
松
竹
会
館
　
要
を
作
成
配
布
す
る
。

地
下
サ
ボ
イ
で
関
催
。
中
山
理
々
委
員
　
●
　
全
真
言
教
学
大
会

長
、
岡
野
貴
美
子
副
始
員
長
は
じ
め
一
　
　
第
三
回
書
真
言
教
学
大
会
は
十
月
の

○
人
の
委
員
が
出
席
、
世
界
仏
教
徒
会
　
二
・
三
日
の
両
日
、
東
京
の
豊
山
派
宗

議
に
提
出
す
る
議
案
と
、
ベ
ト
ナ
ム
救
、
務
所
で
開
ら
い
た
、
こ
の
三
遍
行
事
と

援
募
金
活
動
を
全
国
的
に
展
開
す
る
方
　
し
て
密
教
学
芸
賞
の
授
賞
が
あ
り
、
豊

策
に
つ
い
て
約
二
時
間
に
わ
た
り
協
議
山
派
の
守
山
聖
真
大
僧
正
に
こ
の
賞
が

を
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
贈
ら
れ
た
。
教
学
大
会
の
内
容
は
シ
ン

●
　
四
仏
、
石
川
県
で
講
習
会
　
　
　
　
ポ
ジ
ウ
ム
は
第
一
日
は
〃
真
言
宗
の
本

　
全
日
本
仏
教
会
の
第
十
一
回
講
習
会
、
尊
観
と
く
に
布
教
面
に
お
け
る
〃
を
テ

は
石
川
県
仏
教
会
と
共
催
で
つ
ぎ
の
要
　
ー
マ
に
討
議
、
第
二
日
目
は
研
究
発
表

項
で
開
催
さ
れ
る
。
県
内
外
を
間
は
ず
　
が
各
派
代
表
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ

多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
す
る
。
　
　
　
た
。

日
時
昭
和
四
十
一
年
十
月
二
十
二
日
●
韓
国
仏
教
団
の
歓
迎
会

　
　
　
　
（
土
）
二
十
三
日
（
日
）
　
　
　
　
さ
る
九
月
十
七
日
来
日
さ
れ
た
大
韓

場
所
　
金
沢
市
藤
花
学
園
講
堂
　
　
　
　
仏
教
曹
漢
宗
総
務
院
長
孫
慶
山
師
、
同

講
師
　
東
本
願
寺
新
門
　
大
谷
光
紹
師
　
信
徒
会
長
洪
淳
晩
氏
一
行
の
歓
迎
会

　
　
　
東
大
教
授
笠
原
一
男
氏
　
　
　
が
十
八
田
午
後
六
時
か
ら
大
本
山
総
持

　
　
　
臨
済
宗
天
竜
寺
派
師
家
大
森
曹
寺
で
催
さ
れ
た
。
一
行
は
太
祖
堂
に
参
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玄
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拝
し
焼
香
の
の
ち
紫
雲
台
で
一
行
を
囲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
外
一
人
交
渉
中
　
　
　
　
　
　
　
ん
で
さ
き
に
訪
韓
し
た
全
仏
の
仏
教
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

会
費
　
・
一
〇
〇
円
　
　
　
　
　
　
　
　
善
代
表
団
の
諸
師
と
全
仏
事
務
局
員
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

講
題
　
各
講
師
と
交
渉
中
　
　
　
　
　
　
ど
約
二
十
余
人
が
集
ま
り
な
ご
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

●
　
仏
教
文
化
東
京
会
議
　
　
　
　
　
　
日
韓
仏
教
の
交
流
に
つ
い
て
懇
談
し
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仏
教
文
化
東
京
会
議
は
つ
ぎ
の
と
お
　
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

り
開
ら
か
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
加
盟
が
近
い
、
山
口
・
山
梨
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日
時
昭
和
四
十
一
年
十
月
八
日
（
土
）
　
全
仏
加
盟
予
定
の
山
口
県
で
は
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
午
後
一
時
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
上
旬
を
目
標
に
、
ま
た
山
梨
県
で
は
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

場
所
　
港
区
芝
、
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
　
一
月
を
目
標
に
そ
れ
ぞ
れ
二
仏
結
成
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
ル
十
一
階
「
ピ
オ
一
こ
室
　
　
　
準
備
が
進
み
全
仏
へ
正
式
加
盟
が
実
現

　
　
　
電
話
四
三
四
一
四
二
二
，
一
（
代
）
す
る
ら
し
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

講
鱗
難
い
・
．
全
仏
人
事
難
聴
．
…

．
謹
胤
鋪
鍍
欝
馨
．
、
購
雛
難
解
黒
熱 　

川
棚
護
）
　
　
　
　
　
　
，

．
国
際
局
長
を
免
ず
る
（
国
際
局
長
平

　
林
暁
祐
）

　
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　
薄
煙
で
は
、
組
織
強
化
の
た
め
本
年

度
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
会
議
を
こ
の
四
月
か

ら
は
じ
め
て
お
り
、
い
ま
ま
で
に
関
東

甲
信
越
地
区
、
東
海
地
区
と
開
催
し
非

常
な
成
功
を
お
さ
め
て
き
た
が
、
こ
ん

ど
十
月
二
十
二
、
三
の
両
日
金
沢
で
開

催
の
全
仏
講
習
会
を
機
会
に
、
石
川
、

富
山
、
福
井
三
県
の
仏
教
会
幹
部
と
懇

談
す
る
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
ひ
ら
く

予
定
で
目
下
そ
の
準
備
を
す
す
め
て
い

る
。●

．
雑
　
　
　
録

　
野
人
会
移
転

　
　
金
沢
市
東
山
二
一
一
四
一
三
三
玄

　
　
円
寺
内
へ
電
話
金
沢
五
一
二
六
七

　
　
⊥
△

　
千
葉
県
仏
電
話
変
更

昭和42年

L7

Buddhist　Diary

瓶
紺
評

容内

　
新
一
千
三
二
ニ
ー
四
二
七
八

　
旧
一
〃
二
一
四
二
七
八

真
宗
出
雲
路
派
宗
務
所
の
電
話
変
更

　
新
－
武
生
二
七
－
一
二
二
四

真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所
の
人
事
異
動

　
新
任
財
務
部
長
野
口
宥
興

　
前
任
　
〃
　
　
野
々
部
利
行

小
田
雪
窓
師
　
臨
済
宗
大
徳
寺
派
管
長

小
田
雪
窓
師
は
さ
る
九
月
十
七
日
逝

去
。
密
葬
は
十
八
日
午
後
三
時
か
ら
大

徳
寺
山
内
の
竜
翔
寺
で
、
本
葬
は
十
月

六
日
午
後
二
時
か
ら
本
坊
で
行
な
わ
れ

た
◎露
寒
剛
（
全
野
顧
問
・
参
院
議

員
・
元
厚
相
）
九
月
二
十
日
肺
が
ん
の

た
あ
逝
去
。
師
は
、
永
年
参
議
院
議
員

と
し
て
、
第
五
次
吉
田
内
閣
の
厚
生
大

臣
、
ま
た
、
外
務
議
運
な
ど
の
委
員
長

を
歴
任
し
た
。
全
仏
顧
問
と
し
て
仏
教

界
の
た
め
多
大
の
貢
献
が
あ
っ
た
。
、

大きさ、たて12・6よこ　7・5Cm
月間予定表欄（6曜星）　・週間予定表欄

（1年間）各宗仏教行事・一般行事・各宗

派・都道府県仏名。管長・宗務総長・会長

・理事長または事務局長名・所在地・電話

番号など・年忌ρ忌日早見表宗教法人事務

主管部局一覧’

申　込　先

東京都中央区築地3の15の1（本願寺内）

全日本仏教会総務局『（541）　0313
定　・価　（1部200円く送料1部35円、2

　　　　　部以上実費）
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i
掘
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脳
照遷灘痘，慧懸三耀i竈．　・・．1

重縫㌧ご醜龍珊置忠：虚1；

　　　　　　　　　　　　灘

　明42年の第15回全本仏教徒会議は、開催地の決定までにいろ

いろの経過を辿って、岐阜県仏の引受けで、岐阜県で開らかれ
ることに決った。

7
，
，
－
ー
ー
，
－
P
；
一
，
一
l
i
ト
i
－
」

　
さ
る
六
月
三
、
四
日
の
両
日
、
名
古

屋
市
で
開
ら
か
れ
た
第
十
四
回
全
日
本

仏
教
徒
会
議
愛
知
大
会
の
閉
会
式
で
、

出
席
の
狩
野
獲
麟
師
か
ら
、
次
回
の
大

会
開
催
地
は
中
国
地
方
と
し
、
広
島
で

開
催
し
て
ほ
し
い
、
と
の
要
望
が
提
案

せ
ら
れ
、
全
会
一
致
の
賛
成
が
あ
っ

た
。
そ
こ
で
全
仏
当
局
は
、
す
ぐ
に
広

島
開
催
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
広
島

市
仏
、
西
本
願
寺
別
院
輪
番
に
対
し
、

そ
の
引
受
け
を
再
三
に
わ
た
り
交
渉
し

た
。

期
待
さ
れ
る
岐
阜
県
仏
の
実
力

　
と
こ
ろ
が
広
島
県
は
ま
だ
県
仏
が
結

成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
そ
の
ほ
か
の

事
情
も
あ
っ
て
、
残
念
で
は
あ
る
が

二
、
三
年
先
に
引
受
け
る
こ
と
に
し
て

貰
い
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
や

む
え
得
ぬ
こ
と
な
の
で
広
島
開
催
を
諦

ら
め
第
二
候
補
地
の
岐
阜
県
仏
に
白
羽

の
矢
を
た
て
、
岐
阜
県
仏
（
会
長
和
田

耕
野
師
）
に
交
渉
を
始
め
た
の
で
あ

る
。

合
同
専
門
委
員
会

　
全
日
本
仏
教
徒
会
議
愛
知
大
会
の
反

省
と
今
後
の
仏
教
徒
会
議
の
あ
り
か
た

に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
全
仏
各
専
門

委
員
会
の
正
副
委
員
長
を
含
め
た
第
三

回
組
織
専
門
委
員
会
は
合
同
委
員
会
の

形
で
九
月
十
九
日
午
前
十
一
時
か
ら
築

地
本
願
寺
特
別
室
で
開
ら
か
れ
た
。
鈴

木
敏
範
組
織
委
員
長
が
座
長
に
な
り
概

要
つ
ぎ
の
よ
う
な
協
議
を
し
た
。

0
　
今
後
の
仏
教
徒
会
議
の
も
ち
方
に

　
つ
い
て

⇔
　
都
道
府
県
仏
会
長
会
議
開
催
に
つ

　
い
て

⇔
　
「
全
仏
通
信
」
の
編
集
に
つ
い

　
て
　
議
事
に
入
る
に
さ
き
だ
ち
、
黒
田
事

務
総
長
と
、
伊
藤
組
織
局
長
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
つ
づ
い
て
特
に
出
席
の
、

F
「
ー
ー
曇

る
八
月
二
＋
九
書
壇
＋
蒔
か
ら
鰯
，
生
で
あ
る
。
第
＋
五
回
の
奏
を
岐
阜

鐸
葬
纏
縫
翻
難
錨
㎜
．
難
顯
器
凝
簾
郁
轟
媒

轄
謙
騰
隷
融
罐
隙
鞭
簾
欝
㍑

総
難
謡
驚
繋
霧
翻
鎚
鷲
齢
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た
が
今
回
岐
阜
県
開
催
と
決
ま
り
意
外

脚鰍
ｳ
難
驕
嚇
鱒
羅
善
徳
灘
綿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
摘
、
狩
野
委
員
は
大
会
は
毎
回
、
一
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
者
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
争
の
場
に
な

灘
難
鑛
撒
灘
尊
台
藩
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
理
論
的
な
こ
と

　　

@　
@　
@　
@　
@餓

@
騨
雛
範
譲
剛
志
翫
骸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
徒
の
た
め
に
設
け
♂
部
会
と
の
二
部
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
　
　
　
に
区
別
し
た
ら
ど
う
か
と
述
べ
、
清
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細
　
谷
委
員
か
ら
「
私
は
第
二
部
会
の
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
し
た
が
在
家
関
係
と
僧
侶
だ
け
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
と
を
分
け
る
べ
き
だ
と
同
調
、
郷
委

和
田
会
長
岐
阜
県
仏
は
昨
年
の
秋
に
員
は
部
会
運
営
は
改
善
せ
ね
ば
な
ら

全
仏
に
加
盟
し
、
県
仏
と
し
て
は
一
年
　
ぬ
、
提
出
さ
れ
た
議
案
を
全
部
採
択
す

る
の
は
適
当
で
な
い
、
議
案
採
択
の
方

法
を
整
理
し
て
、
分
科
会
部
会
運
営
を

改
め
る
べ
き
で
あ
る
と
発
言
し
、
真
漢

委
員
は
「
全
仏
大
会
が
お
祭
り
な
の
で

あ
る
な
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
意
義

が
あ
る
と
思
う
が
、
と
に
か
く
大
会
は

地
元
に
莫
大
な
金
が
か
か
る
し
、
マ
ス

コ
ミ
が
と
り
あ
げ
て
く
れ
な
い
よ
う
で

は
無
意
味
だ
、
ま
た
全
仏
か
ら
も
当
局

議
案
を
提
出
す
べ
き
だ
と
思
う
」
と
し
、

新
美
委
員
か
ら
事
務
処
理
の
方
法
に
つ

い
て
要
望
を
述
べ
、
伊
藤
組
織
局
長
か

ら
諒
解
を
求
め
る
と
と
も
に
今
後
の
大

会
に
万
全
を
期
す
る
た
め
、
大
会
準
備

の
た
め
の
小
委
員
会
を
設
け
た
ら
ど
う

か
と
提
案
が
あ
り
、
小
委
員
会
委
員
の

人
選
は
座
長
か
ら
つ
ぎ
の
諸
白
を
指
名

　
鈴
木
敏
範
　
神
野
真
一
　
古
谷
道
雄

　
摩
尼
清
之
　
真
漢
義
貫
船
口
暉
子

　
白
川
良
純
狩
野
狩
麟
美
濃
部
薫

　
一
　
次
い
で
全
国
の
県
仏
会
長
会
議
開
催

に
つ
い
て
の
協
議
に
入
り
、
柳
組
織
部

長
か
ら
「
全
国
都
道
府
県
仏
教
会
長
会

議
開
催
の
要
望
が
あ
り
、
加
盟
県
仏
の

組
織
強
化
や
未
加
盟
四
仏
の
組
織
化
を

促
進
す
る
た
め
に
も
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
の
積
み
重
ね
と
し
て
東
京
で
全
国

会
長
会
議
を
開
催
し
た
い
」
と
趣
旨
を

説
明
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
郷
委
員
は

「
東
京
で
会
長
会
議
を
開
催
し
会
長
と

事
務
局
長
に
集
ま
っ
て
貫
う
と
い
っ
て

も
、
出
席
者
が
少
な
い
の
で
は
な
い

か
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
強
化
し
た
ほ
う

が
有
効
で
は
な
い
か
」
と
意
見
開
陳
、

そ
の
ほ
か
各
委
員
か
ら
助
言
が
あ
り
、

事
務
局
で
さ
ら
に
よ
く
検
討
し
て
善
処

す
る
こ
と
に
決
っ
た
。

　
⇔
の
「
全
仏
通
信
」
の
編
集
に
つ
い

て
の
問
題
に
移
り
白
川
良
純
広
報
小
委

員
長
か
ら
「
結
目
通
信
」
の
刷
新
に
つ

い
て
意
見
を
述
べ
、
こ
の
機
関
紙
を
全

国
的
に
頒
布
す
る
と
こ
ろ
ま
で
努
力
す

㎝へ｢『7「　　　　　　　　　　　r一　　　　　　　　　一ヤ　　　　　　　　噛　一　　　　　　一　　　　｝　　　　　一　一　　　　　　▽　　卿　一　　「’一馳一冤一　　　轡

、
，
．
．
、
孫
劉
壕
璽
脇
国
辱
潮
、
翻
蓼
隔
・
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る
こ
と
を
申
合
せ
て
午
後
二
時
三
十
分

散
会
。（
出
席
委
員
）
美
濃
部
、
狩
野
、
松

田
、
今
井
、
郷
、
絹
目
、
摩
尼
、
鈴
木

神
野
、
古
屋
、
白
川
、
大
河
内
、
清
水

谷
、
金
子
、
新
美
、
朝
比
奈
、
西
本
、

椎
谷
、
船
張
、
能
登
、
左
本
、

（
特
別
出
席
）
和
田
岐
阜
県
仏
会
長
、

（
事
務
局
）
黒
田
事
務
総
長
、
稲
田
、

伊
藤
、
日
野
各
局
長
、
柳
、
近
藤
部
長

小
瀬
川
、
「
古
宇
田
主
事

　
撫
仏
の
常
務
理
事
会
は
九
月
十
六
日

、
午
後
二
時
か
ら
東
京
築
地
松
竹
会
館
で

開
催
。

出
席
者
　
豊
原
大
潤
　
来
馬
道
断
　
下

　
・
川
弘
義
　
小
野
塚
潤
澄
　
鵜
飼
隆
玄

　
山
本
杉
　
阿
部
竜
伝
　
高
橋
隆
天

　
訓
導
信
雄

　
華
山
恵
光

　
中
村
貞
元

　
上
野
毛
栄

議
事
目
的

第
一
号

片
山
日
誌

杉
谷
義
周

村
上
道
隆

松
本
徳
明

松
村
寿
顕

小
林
大
巌

竹
内
良
恵

第
二
号

第
三
号

第
四
号

第
五
号

第
六
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
、

…
…
嘘
催
捜
罐
携
栓
…
隊
瞬
隈
談
藍
島
…
翼
■
…
…
。
－
…
圃
■
、
…
…
置
…
蟹
…
－
咀
－
－
…
…
…
…
…
…
巳
臨
…
…
6
し
い
る
の
で
あ
る
か
ら
各
自
動
車
の
所
有

良博奥

第
八
回
世
界
仏
教
徒
会
議
日

本
代
表
及
び
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

決
定
に
つ
い
て

第
八
回
世
界
仏
教
徒
会
議
提

出
議
案
に
つ
い
て

万
国
博
覧
会
対
策
に
つ
い
て

第
十
五
回
忌
日
本
仏
教
徒
会

議
開
催
地
に
つ
い
て

組
織
専
門
委
員
委
嘱
に
つ
い

て議
長
（
豊
原
理
事
長
）
か
ら

　
　
　
　
　
　
来
馬
両
理
事

　
　
昭
和
四
十
年
十
月
、
京
都
市
内
に
お

㎜　　
い
て
境
内
隣
接
の
寺
有
地
を
利
用
し

　
　
て
、
駐
車
場
を
設
置
し
た
一
寺
院
に
対

㎜　し
、
突
然
事
業
所
得
税
が
課
せ
ら
れ

㎜
論
醤
藷
轟
轟
繋

　
会
へ
報
告
し
て
き
た
が
、
当
時
、
京
都

　
市
内
寺
院
の
駐
車
場
は
二
百
数
カ
所
に

　
お
よ
ん
で
い
た
の
で
、
そ
の
波
及
を
慮

㎜
り
即
日
緊
急
常
務
理
事
会
を
招
集
し
て

㎜
麗
蔽
蝉
騒
講
墜

酬　者
も
加
え
て
特
別
委
員
会
を
組
織
す
る

　
．
，
こ
と
と
し
、
や
が
て
京
都
商
工
会
議
所

を
指
名
、
平
林
国
際
局
長
辞
任
に
伴
う

後
任
者
選
書
に
関
す
る
案
件
を
緊
急
動

議
と
し
て
日
程
に
追
加
す
る
議
事
手
続

を
決
め
、
議
案
第
ご
号
か
ら
審
議
、
提

案
理
由
を
近
藤
国
際
部
長
が
説
明
、
W

F
B
本
部
か
ら
の
招
請
は
、
代
表
二
名

オ
ブ
ザ
ー
バ
：
三
名
で
あ
る
が
、
代
表

は
八
月
五
日
開
催
の
常
務
理
事
会
で
、

豊
原
理
事
長
（
事
故
あ
る
と
き
は
理
事

長
が
指
定
す
る
他
の
常
務
理
事
）
と
曹

洞
宗
管
長
高
階
躍
尊
師
に
決
っ
て
い
る

の
で
こ
の
た
び
の
協
議
は
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
三
人
の
人
選
だ
が
相
談
の
結
果
そ
の

人
選
は
理
事
長
一
任
に
決
っ
た
。

　
第
三
号
議
案
も
国
際
部
長
か
ら
、
国

際
専
門
委
員
会
の
答
申
を
提
出
し
て
説

明
、
世
界
大
会
提
出
議
案
に
関
連
し
て

前
回
の
会
議
か
ら
持
ち
越
し
に
な
っ
て

い
る
W
F
B
本
部
の
日
本
誘
致
問
題
が

協
議
さ
れ
た
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
こ
れ

は
重
大
案
件
で
あ
り
、
第
七
回
世
界
仏

教
徒
会
議
の
議
事
録
を
再
調
査
す
る
こ

と
、
お
よ
び
い
ろ
い
ろ
の
情
報
な
ど
を

集
め
て
さ
ら
に
慎
重
に
検
討
す
る
こ
と

の
斡
旋
を
得
て
大
阪
国
税
局
法
人
税
課

長
（
市
内
全
税
務
署
長
も
列
席
）
と
会

見
し
、
長
時
間
意
見
を
交
換
し
た
結
果

　
一
、
既
納
の
税
金
は
返
還
す
る
こ
と

　
一
、
特
別
の
も
の
の
ほ
か
、
寺
院
の

　
　
　
駐
車
場
に
は
課
税
七
な
い

と
の
結
論
を
得
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
い
う
特
別
の
も
の
と
は
、
寺

院
の
収
益
を
目
的
と
し
て
数
年
前
か
ら

大
々
的
に
設
備
し
て
駐
車
場
事
業
を
開

始
し
、
寺
院
規
則
に
も
そ
れ
を
明
記
し

て
知
事
の
認
証
を
受
け
て
い
た
も
の
を

除
く
と
の
意
味
で
あ
る
。

　
さ
て
ナ
ゼ
課
税
さ
れ
た
か
、
ま
た
そ

れ
が
ナ
ゼ
納
め
た
税
金
が
返
還
さ
れ
、

さ
ら
に
将
来
無
課
税
と
な
っ
た
の
か
。

結
論
を
い
う
と
、
’
昭
和
二
十
五
年
法
律

第
七
十
二
号
法
人
税
法
の
解
釈
い
か
ん

議
墾
灘
贈
遺
華
…
愛
校
樋
饗
麓
灘
謙
誕

に
付
議
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
㎜
車
を
解
消
す
る
た
め
、
仏
教
会
に
対
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
第
四
号
議
案
は
、
近
藤
国
際
部
長
が
開
寺
院
が
境
内
地
を
解
放
し
て
こ
れ
に
脇

万
国
博
準
備
局
の
事
務
局
長
と
の
交
渉
闘
力
し
て
く
れ
る
よ
う
強
く
要
請
が
あ
っ

経
過
要
旨
を
説
明
し
、
十
月
中
に
は
万
｝
た
の
で
「
人
助
け
」
と
思
っ
て
こ
れ
に

国
博
事
務
当
局
の
取
扱
要
項
が
決
ま
る
朋
応
じ
た
も
の
で
あ
る
。
、

の
で
し
ば
ら
く
静
観
し
て
再
議
す
る
こ
…
　
し
か
し
な
が
ら
境
内
を
駐
車
場
に
利

と
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
用
す
る
と
き
、
土
塀
を
切
り
、
土
地
を

　
第
五
号
議
会
の
第
十
五
回
大
会
開
催
開
地
均
ら
し
し
た
り
、
ま
た
地
面
を
強
固

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

地
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
組
織
局
長
か
ら
開
に
す
る
た
め
多
額
の
費
用
を
要
し
た
の

岐
阜
県
仏
引
受
け
に
決
定
し
た
ま
で
の
闘
で
そ
の
償
い
の
た
め
に
、
し
か
る
べ
き

轟
灘
鰯
難
…
鍵
盤
“
講
堂
講

黙
諾
軽
羅
蝶
罫
雛
齢
灘
讐
爵

委
鰯
鍵
麟
長
後
任
に
つ
曙
鎌
脚
噸
纏
灘

い
て
は
．
本
派
本
願
寺
の
推
せ
ん
に
一
…
務
当
局
と
仏
教
会
側
と
の
論
点
の
中
心

任
と
決
定
。
当
分
の
う
ち
日
野
文
化
局
闘
で
あ
っ
た
。

長
が
国
際
局
長
事
務
代
行
を
発
令
す
る
開
　
当
初
税
務
当
局
は
「
附
近
の
ガ
レ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

こ
と
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
開
ジ
業
者
と
ほ
ぼ
同
等
の
料
金
を
取
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

に
よ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ご
承
知
の
と
お
り
み
ぎ
税
法
に
よ
れ

ば
、
公
益
法
人
（
宗
教
法
人
を
も
含

む
）
と
錐
も
同
施
行
令
第
五
条
に
あ
る

三
十
項
目
に
該
当
す
る
収
益
事
業
の
所

得
に
は
、
当
然
課
税
さ
れ
る
の
で
あ
る

が
、
い
ま
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
ご
ろ

の
駐
車
場
は
、
そ
の
中
の
第
八
項
倉
庫

業
に
含
ま
れ
る
か
ド
ウ
か
、
と
云
う
と

こ
ろ
が
解
釈
の
分
岐
点
で
あ
っ
た
。

　
い
わ
ゆ
る
倉
庫
業
と
は
、
他
の
寄
託

を
受
け
て
物
を
保
管
す
る
責
任
を
持

ち
、
も
し
破
損
ま
た
は
盗
難
に
遭
え
ば

賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
業
務
の
こ
と

で
あ
る
が
、
京
都
に
お
け
る
寺
院
の
駐

車
場
は
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
は
全
然

違
う
の
で
あ
る
。
’
す
な
わ
ち
駐
車
場
設

置
の
発
端
は
、
昭
和
三
十
七
年
八
月
旧

　　　1

者
は
他
の
ガ
レ
ー
ジ
業
と
同
様
に
、
寺

院
が
当
然
寄
託
の
責
に
任
ず
る
も
の
と

考
え
て
料
金
を
支
払
っ
て
い
る
の
セ
は

な
い
か
」
と
強
く
言
い
張
っ
た
が
、
仏

教
画
讃
は
「
そ
れ
は
根
本
的
に
当
局
の

認
識
が
違
う
。
な
る
ほ
ど
附
近
の
ガ
〃
，

ー
ジ
業
者
と
ほ
ぼ
料
金
は
等
し
い
が
、

も
し
こ
れ
を
ベ
ラ
ボ
ウ
に
安
く
す
れ
ば

附
近
の
ガ
レ
ー
ジ
業
者
の
事
業
を
圧
迫

す
る
で
は
な
い
か
。
む
し
ろ
附
近
ガ
レ

ー
ジ
業
者
と
ほ
ぼ
同
額
の
料
金
を
申
受

け
、
し
か
も
業
者
は
万
一
の
場
合
は
賠

償
の
責
に
任
ず
る
に
反
し
、
寺
院
の
駐
層

車
場
は
な
に
ご
と
が
起
っ
て
も
賠
償
の

責
は
持
た
な
い
と
、
条
件
を
悪
く
す
れ

ば
附
近
の
民
間
事
業
を
圧
迫
し
な
い
で
、

あ
ろ
う
」
．
と
の
深
い
考
慮
の
あ
る
こ
ど

を
認
め
て
貰
い
た
い
と
力
説
々
て
等
こ
‘

こ∴凋
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れ
が
承
認
さ
れ
た
の
で
あ

る
。　
以
上
、
そ
の
要
点
だ
け

を
記
し
た
の
で
、
き
わ
め

て
簡
単
な
問
題
で
あ
っ
た

の
か
と
思
う
人
が
あ
る
か

も
知
れ
な
い
が
、
問
題
が

国
税
で
あ
り
、
全
国
に
及

ぶ
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ

る
だ
け
に
、
京
都
府
仏
教

会
は
慎
重
な
態
度
で
、
ま

ず
内
部
の
足
並
み
を
揃
え

る
の
に
相
当
の
日
時
を
要
し
、
税
務
塾

側
も
内
部
の
意
見
の
調
整
や
本
省
へ
伺

い
な
ど
に
長
い
の
日
数
を
費
し
て
い
た

の
で
、
問
題
の
発
端
か
ら
解
決
ま
で
に

お
よ
そ
十
カ
月
を
要
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
間
、
京
都
商
工
会
議
所
が
寺
院
側

の
意
見
を
支
持
し
、
大
い
に
協
力
援
助

に
努
め
て
く
れ
た
こ
と
が
非
常
な
力
に

な
っ
た
こ
と
を
、
こ
こ
に
感
謝
の
意
を

こ
め
て
付
記
し
て
お
く
。
　
（
京
都
府
仏

理
事
長
・
雪
仏
理
事
）

日
華
を
つ
な
ぐ

「友

､
の
鐘
」

　
　
台
中
市
宝
覚
寺

　
台
湾
で
戦
前
死
亡
さ
れ

た
一
万
三
千
柱
の
日
本
人

の
霊
を
慰
さ
め
る
た
め
東

京
築
地
本
願
寺
境
内
に
慰

霊
…
塔
が
三
年
前
に
建
設
さ

れ
た
。
同
胞
の
眠
る
台
湾

で
も
台
中
市
北
区
三
民
路

に
あ
る
正
法
山
宝
覚
寺
に
日
本
人
の
遺

骨
の
奉
安
所
が
あ
り
、
今
年
の
四
月
に

日
華
仏
教
徒
の
念
願
で
あ
っ
た
「
友
愛

の
鐘
」
が
台
湾
協
会
か
ら
寄
贈
さ
れ
そ

の
鐘
棲
が
こ
の
宝
町
寺
に
建
設
さ
れ
、

「
友
愛
の
鐘
」
が
お
さ
め
ら
れ
て
い

る
。

　
宝
覚
寺
に
は
日
本
か
ら
全
仏
を
は
じ

め
仏
青
の
人
た
ち
な
ど
の
ほ
か
、
仏
徒

が
個
人
や
団
体
で
た
び
た
び
訪
れ
林
錦

東
住
持
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
が
、

台
湾
を
お
と
つ
れ
た
と
き
に
は
ぜ
ひ
宿

泊
さ
れ
る
よ
う
林
錦
東
住
持
は
望
ん
で

い
る
、
林
住
持
は
本
省
人
で
日
本
の
花

園
大
学
出
身
、
た
い
へ
ん
な
親
日
家
で

あ
る
。
ま
た
同
寺
裏
庭
に
は
世
界
一
の

仏
が
建
造
中
で
あ
り
五
割
程
度
出
来
あ

が
っ
て
い
る
。
　
「
友
愛
の
鐘
」
の
鐘
棲

は
四
階
建
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
、

　
一
階
は
来
賓
室
二
三
階
客
間
・
宿

泊
所
な
で
に
あ
て
ら
れ
す
ば
ら
し
い
設

備
で
あ
る
。
台
中
市
は
台
北
か
ら
列
車

で
三
時
間
ほ
ど
、
感
覚
禅
寺
は
台
中
駅

か
ら
自
動
車
で
十
分
く
ら
い
の
と
こ
ろ

に
あ
る
台
湾
有
数
の
名
刹
で
あ
る
。

仏
書
贈
呈
使
節
団

　
仏
基
運
算
の
相
互
理
解
と
、
そ
れ
に

よ
る
東
西
文
化
の
交
流
、
世
界
平
和
の

建
設
を
目
指
し
て
、
一
昨
年
の
「
全
日

本
仏
教
会
派
遣
・
訪
デ
ン
マ
ー
ク
仏
書

贈
呈
国
際
親
善
使
節
団
」
に
引
つ
づ
き

、
、
尊
調
脅
ヨ
弓
、
”
勇
、
、
」
一
華
u
帰
塁
調
膿
漏
憩
ヨ
ヨ
．
牽
・
－
一
碧
．
詞
噸
最
、
凋
澗
級
．
斗
塑
難

本
年
も
第
一
，
一
回
使
節
団
を
ス
エ
ー
デ
ン

に
派
遣
、
そ
の
歓
送
式
が
九
月
四
日
午

後
五
時
過
ら
浅
草
の
東
京
本
願
寺
本
堂

で
盛
大
に
ひ
ら
か
れ
た
。

　
当
日
は
高
階
瑠
仙
本
会
顧
問
、
大
谷

光
紹
東
本
願
寺
法
嗣
を
は
じ
め
各
界
の

代
表
、
浅
草
高
等
美
容
学
校
の
生
徒
代

表
な
ど
四
百
余
人
が
出
席
し
た
。
同
使

節
団
は
北
欧
各
国
、
ソ
連
、
英
仏
伊
な

ど
を
歴
訪
し
、
さ
い
ご
に
ロ
ー
マ
法
皇

と
平
和
に
つ
い
て
話
合
い
九
月
二
十
七

日
帰
国
。
使
節
団
員
は
つ
ぎ
の
と
お

り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
団
長
末
広
愛
邦
（
東
京
本
願
寺
輪
番

全
仏
理
事
）
名
誉
団
長
渋
谷
有
教
（
真

宗
仏
光
寺
派
門
主
）
副
団
長
村
上
道
隆

（
曹
洞
宗
財
務
部
長
）
団
員
槙
場
弘
映

（
四
天
王
寺
執
事
）
華
園
真
準
（
真
宗

興
正
派
新
門
主
）
鳥
越
玄
寿
（
大
谷
派

宗
議
）
丸
岡
興
舜
（
天
台
宗
）
山
口
真

誠
（
浄
土
宗
）
内
藤
徳
幸
（
東
洋
実
業

社
長
）
本
間
昭
之
助
（
中
外
日
報
社
東

京
支
社
長
）
橋
本
柾
生
（
日
海
K
K
）

特
別
参
加
平
林
広
人

文
相
訪
問
第
二
回
仏
書
贈
呈
国
際
親

善
使
節
団
長
の
末
広
懇
懇
師
は
全
仏
柳

組
織
部
長
の
案
内
で
、
九
月
二
日
午
後

二
時
文
部
省
に
有
田
文
相
を
訪
問
し
、

ス
エ
ー
デ
ン
へ
仏
書
贈
呈
の
使
命
を
お

び
て
行
く
こ
と
に
つ
い
て
懇
談
し
た
。

席
上
、
有
田
文
相
は
、
宗
教
を
通
じ
て

民
間
外
交
を
進
め
ら
れ
ま
す
こ
と
は
ま

こ
と
に
よ
ろ
こ
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
、

と
く
に
懇
懇
両
教
が
お
互
に
交
流
を
か

さ
ね
世
界
の
平
和
に
責
献
さ
れ
る
こ
と

を
希
望
し
、
使
節
団
の
成
功
を
い
の
り

ま
す
と
激
励
の
あ
つ
さ
が
あ
っ
た
。

　
黒
田
武
士
師
帰
国
歓
迎
会

　
本
年
一
月
タ
イ
国
に
わ
た
り
、
バ
ン

コ
ッ
ク
郊
外
の
ワ
ッ
ト
バ
グ
ナ
ム
寺
院

で
、
タ
イ
国
修
業
僧
と
と
も
に
南
方
仏

、
重
　
㌃
ド

、
I
M
｛
i
1
1
一
星
園
，
闘
』
ヨ
「
1
1
」

教
の
僧
院
生
活
を
六
ケ
月
・
間
体
験
し

て
、
去
る
七
月
末
帰
国
、
曹
洞
宗
管
長

侍
局
に
出
仕
中
の
黒
田
武
士
師
を
迎

え
、
九
月
十
四
日
午
後
四
時
か
ら
、
築

地
［
サ
ボ
イ
」
で
歓
迎
会
を
開
催
し

た
。
当
日
は
同
じ
場
所
で
国
際
専
門
委

員
会
が
あ
り
、
そ
れ
が
終
る
と
同
時
に

歓
迎
会
に
切
り
替
え
て
開
催
さ
れ
、
国

際
専
門
委
員
会
の
ほ
か
、
仏
青
、
総
持
寺

関
係
者
の
出
席
も
あ
り
、
賑
か
で
あ
っ

た
。
黒
田
師
の
タ
イ
国
寺
院
生
活
の
体

験
談
は
出
席
者
に
深
い
感
銘
を
与
え

た
。　
な
お
黒
田
武
士
師
は
全
仏
事
務
総
長

黒
田
白
純
師
の
令
息
で
あ
る
。

　
（
写
真
一
話
し
て
い
る
黒
田
師
）

闊灘

舗なと

鶉

■教杖
■センタ
■下京巳花副
　油小路角
■1一■匿　　（37）　4尉1

　♂～，ゴn C一　　　　聖　－M「

知国争
デ

　蛤
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塾

■
中
国
仏
教
会
へ
礼
状
■

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、

中
国
仏
教
会
に
対
し
別
掲

の
礼
状
を
九
月
二
十
日
付

で
台
北
市
善
導
寺
内
に
あ

る
中
国
仏
教
会
道
源
理
事

長
あ
て
発
送
し
た
。

礼
状
拝
啓
貴
会
仏
教
の

護
持
宏
揚
の
た
め
無
量
の

発
展
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
こ

と
に
対
し
景
仰
至
極
で
あ

り
ま
す
。
陳
者
第
二
次
大

戦
終
結
以
前
貴
国
に
お
い

て
仏
教
活
動
に
従
事
し
た

日
本
寺
院
就
中
東
西
両
本

願
寺
台
北
別
院
が
戦
争
終

結
後
破
壊
せ
ら
れ
ず
今
日

ま
で
保
全
せ
ら
れ
あ
る
こ

と
は
ひ
と
え
に
貴
会
の
護

持
に
よ
る
お
蔭
と
思
い
深

く
感
銘
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
き
に
貴
国
政
府
が
こ
の
種
の
寺
院

を
民
間
に
払
下
げ
よ
う
と
の
消
息
が
あ

り
ま
し
た
時
、
貴
会
は
極
力
そ
の
実
施

を
思
い
と
ど
ま
る
よ
う
請
願
な
さ
れ
た

た
め
払
下
げ
の
こ
と
は
と
り
止
め
と
相

成
り
ま
し
た
こ
と
を
聞
き
及
ん
で
、
わ

れ
わ
れ
日
本
仏
教
界
は
形
容
し
得
な
い

感
激
に
う
た
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
於
い
て
貴
会
の
護
法
成
就
の

無
量
功
徳
に
対
し
謹
ん
で
蕪
翰
を
呈
し

恭
し
く
感
謝
の
意
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
一
九
六
六
年
九
月
一
日

　
全
日
本
仏
教
会
々
長
岸
信
宏

　
真
宗
大
谷
派
宗
務
総
長

　
　
　
　
　
　
　
　
訓
覇
　
信
雄

　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
務
総
長

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
原
　
大
盤

・
噂
、
も
8
1
3
陰
ミ
6
、
3
隔
亀
●
聰
；
’
∂
、
ζ
・
；
●
二
。
も
’
3
，
；
・
9
8
・
・
の
，
、
’
｝
，
．
ε
．
。
、
‘
．
監
。
．
3
㌧
ご
。
鳳
’
；
，
畢
ξ
・
竃
．
～

大韓仏教
団の来日

　
大
韓
仏
教
曹
漢
宗
総
務
院
長
の
孫
慶

山
禅
師
を
団
長
と
す
る
洪
淳
晩
全
国
信

徒
会
会
長
、
ほ
か
四
人
は
、
九
月
十
七

日
午
後
五
時
二
十
分
羽
田
着
の
ノ
ー
ス

ウ
エ
ス
ト
機
で
来
日
し
た
。

　
今
回
の
来
日
は
日
本
仏
教
界
、
教
育

施
設
の
視
察
で
あ
る
が
、
孫
慶
山
禅
師

は
当
年
五
十
才
の
働
き
盛
り
で
韓
国
仏

教
界
の
重
鎮
で
あ
る
。
一
行
は
あ
く
る

十
八
日
午
後
六
時
か
ら
全
仏
主
催
に
よ

る
歓
迎
晩
餐
会
に
出
席
し
、
仏
教
に
よ

る
日
韓
両
国
の
親
善
を
深
め
る
こ
と
を

話
し
合
っ
た
。
当
日
は
総
持
寺
関
係
者

も
二
十
人
が
出
席
し
た
。

　
一
行
は
二
十
一
日
か
ら
関
西
の
各
宗

本
山
を
訪
問
し
て
帰
国
す
る
。

全
仏
ヘ
メ
ッ
三
幅
ジ
　
（
要
旨
）

我
等
大
韓
仏
教
回
忌
宗
総
務
院
一

同
は
、

㌧
撃
”雛聯繊

、
欄
灘
…
灘

｛

し
　
　
一
　
’
一
2
し
5
ー
ー
諸
多
‘
孕
F
L
ー
ヒ
「
　
｝
監
ヒ
「
臣
一
「
ー
レ
レ
ー
F
一
「
ー
ー
ー
　
　
　
仁
　
「
「
i
ー
ー
ー
「
　
　
一
」
　
　
　
妻
　
一
　
　
　
・
器
雛
羅
　
　
　
垂
・
・
馨
　
…
遜
鳩
…
・
蓑
・
　
鱗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
P
灘
　
　
茎
　
議
…
蚕
…
…
蝉
　
－
㌢
．
．
紫
藝
毒
・
華
w
…
・
w
w
・
胴
蓑
・
”
・
　
菱
・
・
…
奪
難
ウ
　
　
　
毒
断
・
蟻
糞
・
…
零
…
㌦
議
w

訪
問
を
長
く
祈
願
し
　
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
我
々
は
政
　
　
我
等
仏
教
徒
の
念
願
な
る
中
興
仏
事
が
や
っ
と
今
度
成
就
　
　
　
　
　
　
　
　
　
治
に
触
れ
る
事
な
く
ひ
た
す
ら
東
洋
一
　
十
一
大
事
業
展
開
が
貴
会
の
協
力
で
幕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
の
仏
教
徒
と
し
　
を
切
っ
て
落
さ
れ
る
様
に
な
れ
ば
こ
れ
　
　
　
　
　
＼
鷲
総
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
大
慈
大
悲
の
仏
　
が
我
等
念
願
の
仏
教
の
近
代
化
そ
し
て
　
　
　
　
　
　
牝
き
　
　
　
　
　
　
　
　
法
精
神
に
添
う
の
み
　
現
実
参
与
へ
の
道
が
拓
け
ら
れ
る
も
の
顯
譲
　
灘
蟻
ゴ

広
心
馳
　
　
　
　
添
繍
　
　
　
　
‘
灘
↓
欝

．
．
門
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三
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三
三
三
滝
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三
塁
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・
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遜
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ゴ
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もσ・

仏教界の責任と青少年問題
純良喜ロ，白

㎜　　
青
少
年
育
成
の
問
題
は
、
日
本
国
民

　
の
将
来
、
き
ら
に
は
人
類
の
未
来
に
か

　
か
わ
る
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

　
　
第
二
次
大
戦
の
後
、
社
会
や
経
済
の

　
し
く
み
と
と
も
に
、
思
想
的
に
も
大
き

　
く
変
化
し
、
そ
れ
が
敏
感
な
若
い
人
々

　
に
深
い
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
、

　
疑
う
余
地
も
な
い
。
青
少
年
問
題
と
い

㎜
　
　
っ
て
も
、
青
少
年
だ
け
と
り
さ
っ
て
考

　
え
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
の
で
、
広
く

　
社
会
全
般
の
あ
り
方
が
問
題
な
の
で
あ

撒
　
る
。
わ
け
て
も
、
精
神
的
基
礎
が
は
っ

　
き
り
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
も
つ

～と?
]
な
わ
ち
非

難
繋
繍
鎌
継

　
努
力
し
た
。
宗
教
は
軽
ん
ぜ
ら
れ
、
心

　
　
の
問
題
よ
り
は
、
社
会
の
組
織
化
や
、

　
物
質
的
生
活
の
向
上
に
目
を
奪
わ
れ
て

　
　
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
　
　
こ
の
よ
う
な
風
潮
の
な
か
に
あ
っ

　
　
て
、
青
少
年
が
健
全
に
育
ま
れ
、
成
長

　
す
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
困
難
な
こ
と

　
　
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
「
今
時
の
若

　
　
い
も
の
は
…
…
。
」
と
い
っ
て
悲
憤
慷

　
慨
す
る
よ
り
、
む
し
ろ
同
情
す
べ
き
で

　
．
あ
り
、
社
会
人
と
し
て
の
反
省
を
深
め
、
．

　
　
、
新
し
い
社
会
を
建
設
す
る
理
念
を
確

　
　
立
す
べ
き
で
あ
る
。

欄
　
☆

　
　
　
日
本
国
民
の
大
多
数
を
信
徒
と
し
、

　
　
そ
の
精
神
的
支
柱
と
な
っ
て
来
た
長
い

　
　
歴
史
を
も
ち
、
青
少
年
が
育
つ
上
に
も

㎜
　
　
つ
と
も
影
響
の
あ
る
家
庭
と
深
い
交
渉

㎜
醜
報
諮
の
今
謙
譲
露

　
　
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
．
全
日
本
仏
教
会
と
し
て
も
当
然
、
そ

　
　
の
責
務
を
重
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る

が
、
そ
の
事
業
の
重
大
な
こ
と
と
、
実
　
五
、
七
四
六
人
の
会
員
と
、
三
、
六
七
　
（
筆
者
は
全
国
青
少
年
教
化
脇
議
会
事

際
的
運
動
を
強
力
に
進
め
る
た
め
に
、
，
八
の
日
当
子
ど
も
会
を
擁
し
、
一
般
社
　
務
局
次
長
、
全
仏
組
織
専
門
委
員
）

仏
教
々
団
が
力
を
合
せ
て
」
全
国
青
少
　
会
に
対
し
て
も
「
若
い
人
を
育
て
る
鋤

鍬
教
化
協
議
会
を
設
立
し
、
す
で
に
　
動
」
を
推
進
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
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臨
済
宗
　
（
一
）

　
東
京
と
近
県
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
臨
済
宗
系
の
禅
会
が
あ
る
。
坐
禅
の
指
導
を
求
め
て
い
る
向
は
、

ら
れ
た
い
。
臨
済
会
の
所
在
地
は
台
東
区
北
稲
荷
町
九
－
熱
雲
院
内
。
電
話
は
八
七
一
局
三
七
一
一
番
。

　
　
　
名
称
・
師
家
・
指
導
者

　
興
禅
護
国
会

　
　
朝
比
奈
宗
源
老
師

　
正
修
会

　
　
中
川
宋
淵
老
師

　
鵠
林
禅
会

　
　
三
山
宗
鶴
老
師

　
坐
禅
と
普
説
の
会

　
　
福
富
雪
底
老
師

　
暁
天
坐
禅
会

．
．
後
藤
棲
道
禅
師

　
正
修
禅
会

　
　
河
野
宗
寛
老
師

　
　
　
内
　
・
　
　
容

、
毎
月
二
日
午
後
五
時
四
五
分

　
提
唱
（
碧
記
録
）
坐
禅
入
室

　
毎
月
二
十
八
日
午
後
六
時

　
坐
禅
提
唱
（
無
門
関
）
入
室

毎
月
十
四
日
午
後
七
時

．
提
唱
（
荊
叢
毒
薬
）
坐
禅

毎
月
第
三
土
曜
か
ら
三
日
間

　
午
後
七
時
、
坐
禅
提
唱
（
四
部
録
）

　
毎
月
曜
日
午
前
七
時

毎
月
第
三
土
曜
午
後
二
時

坐
禅
提
唱
，

臨
済
会
に
問
合
せ

　
　
所
在
と
交
通

台
東
区
谷
中
三
崎
町
六
六
天
竜
院

　
　
国
電
日
暮
里
駅
・
都
電
バ
ス
団
子
坂
下

台
東
区
谷
中
初
音
町
一
の
四
一
一
生
庵

　
　
国
電
日
暮
里
駅
・
都
電
バ
ス
圃
子
坂
下

台
東
区
池
端
七
軒
町
四
五
正
慶
寺

　
　
都
電
バ
ス
・
池
端
七
軒
町

台
東
区
北
稲
荷
町
四
二
広
徳
寺

　
　
国
電
地
下
鉄
都
電
バ
ス
・
稲
荷
町

台
東
区
浅
草
松
葉
町
一
三
五
海
禅
寺

　
　
都
電
合
羽
橋

文
京
区
竜
野
町
三
－
一
麟
祥
院

　
　
都
電
パ
ス
・
春
木
町
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晒
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．
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・
・
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・
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…
…
…
喫

…
　
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
に
新
憲
法
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

㎜
が
発
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
内
閣
に
　
　
つ
い
て
は
本
年
度
の
仏
教
文
化
会
　
…

㎜
教
育
刷
新
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
教
理
で
、
教
育
と
仏
教
の
問
題
が
採
り
　
㎜

…
育
基
本
法
の
制
定
を
は
じ
め
、
わ
が
あ
げ
ら
れ
た
の
で
、
こ
の
報
告
書
を
…

…
国
教
育
の
全
般
に
わ
た
る
広
汎
な
審
再
読
し
て
、
今
日
の
社
会
情
勢
と
照
　
…

…
議
が
行
は
れ
た
。
そ
の
う
ち
教
育
と
し
合
せ
て
み
る
と
教
育
と
宗
教
情
採
　
…

…
宗
教
と
の
異
義
を
と
り
扱
う
第
十
三
の
関
連
性
を
再
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
　
…

…
特
別
委
員
会
は
、
羽
漢
了
諦
師
を
委
い
。
そ
こ
で
こ
の
答
申
案
の
全
文
を
　
…

…
員
長
と
し
て
慎
重
審
議
が
進
め
ら
掲
げ
て
改
め
て
問
題
点
を
探
究
す
る
…

…
れ
、
そ
の
特
別
委
員
会
報
告
書
は
、
　
よ
す
が
と
も
と
希
う
と
こ
ろ
で
あ
る
　
…

　
第
七
十
一
回
、
第
七
十
七
回
総
会
で
　
　
　
　
　
　
　
噛
　
（
小
瀬
川
）
　
　
…

…
採
択
さ
れ
（
内
閣
総
理
大
臣
に
答
申
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

圃
…
一
．
．
．
．
…
．
．
…
．
…
・
…
…
・
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・
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…
・
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…
・
…
…
・
・
…
・
…
…
…
…
…
－
…
…
…
・
・
…
…
…
。
旨
…
…
…
…
剛

　
宗
教
心
に
基
づ
く
敬
慶
な
情
操
の
滴

養
は
、
平
和
的
文
化
的
な
民
主
国
家
の

建
設
に
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
精
神

的
基
礎
の
一
ツ
で
あ
り
、
殊
、
に
人
間
性

の
重
要
な
一
面
た
る
宗
教
的
欲
求
を
正

し
く
啓
培
す
る
こ
と
は
、
教
育
本
来
の

使
命
に
副
う
こ
と
に
も
な
る
わ
け
で
あ

る
が
、
教
育
と
宗
教
と
の
関
係
は
、
新

憲
法
の
精
神
に
照
ら
し
て
、
慎
重
な
考

慮
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
ぬ
重
大
問
題
で

あ
る
。

　
お
よ
そ
宗
教
に
関
す
る
教
育
の
行
な

わ
れ
る
場
所
と
し
て
は
、
学
校
と
社
会

と
家
庭
と
に
三
区
分
す
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
特
定
の
宗
教

的
教
育
は
、
家
庭
お
よ
び
社
会
に
お
け

る
各
宗
派
そ
れ
ぞ
れ
の
信
仰
行
事
儀
式

を
通
じ
て
施
さ
れ
る
と
と
も
に
、
宗
教

団
体
の
教
化
活
動
に
俊
っ
べ
き
も
の
で

あ
る
が
、
学
校
教
育
に
於
い
て
も
宗
教

に
対
し
て
適
正
な
態
度
が
保
持
せ
ら
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。

　
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
学
校
教
育

に
お
い
で
、
宗
教
が
い
か
に
取
扱
わ
る

べ
き
で
あ
る
か
を
、
旧
憲
法
な
ら
び
に

教
育
基
本
法
の
精
神
に
基
づ
い
て
、
慎

重
に
審
議
し
て
、
つ
い
に
つ
ぎ
の
よ
う

な
結
論
に
到
達
し
た
の
で
あ
る
。

一
、
特
定
の
宗
教
的
構
想
に
基
づ
い
て

設
立
さ
れ
た
私
立
学
校
に
お
い
て
は
、

す
べ
て
の
教
科
学
習
を
通
じ
て
、
そ
の

特
殊
の
宗
教
的
指
導
を
自
由
に
強
化
徹

底
し
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
場
合
に
は
、
そ
の
教
育
方
針
を
明

示
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

二
、
国
お
ま
び
公
共
団
体
が
設
立
す
る

学
校
に
お
い
て
は
教
育
基
本
法
の
明
示

す
る
と
お
り
特
定
の
宗
教
的
教
育
の
実

施
は
厳
に
こ
れ
を
避
く
べ
き
で
あ
り
、

一
切
の
教
派
、
宗
派
、
教
会
に
対
し
て

不
偏
の
態
度
を
堅
持
す
べ
き
で
あ
る

が
、
社
会
に
お
け
る
宗
教
現
象
に
対
す

る
精
確
な
知
識
理
解
を
与
え
る
こ
と
に

努
む
べ
き
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
家
施

お
よ
び
社
会
の
学
徒
に
対
す
る
宗
教
的

感
化
を
尊
重
し
、
学
徒
の
内
心
よ
り
発

現
す
る
宗
教
的
欲
求
を
啓
培
す
る
こ
と

に
留
意
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

三
、
宗
教
に
対
す
る
客
観
的
知
識
を
与

え
る
に
際
し
、
学
校
教
育
上
特
に
留
意

す
べ
き
事
項
は
、
お
よ
そ
次
の
通
り
で

あ
る
、

　
O
社
会
科
の
教
授
に
お
い
て
は
、

　
個
人
お
よ
び
社
会
生
活
の
内
で
、
宗

　
教
の
持
つ
役
割
を
十
分
理
解
せ
し
め

　
る
こ
と

　
⇔
　
歴
史
の
教
授
に
お
い
て
は
、
宗

教
が
国
民
文
化
に
及
ぼ
し
た
影
響
、

宗
教
が
個
人
に
与
え
た
感
化
に
つ
い

．
て
、
深
い
注
意
を
喚
起
す
る
よ
う
に

努
め
る
こ
と
。

⇔
　
そ
の
他
の
学
科
な
ら
び
に
学
習

　
に
お
い
て
も
、
教
材
の
性
質
に
応
じ

　
て
、
適
宜
宗
教
と
の
関
係
に
留
意
し

　
て
教
授
す
る
こ
と
。

⑳
　
す
べ
て
の
学
科
に
お
け
る
学
習

指
導
を
通
じ
て
、
宗
教
的
信
仰
を
軽

卒
に
侮
蔑
し
、
ま
た
は
侮
蔑
す
る
よ

　
う
な
言
行
を
慎
し
む
こ
と
。

　
㈲
　
宗
教
に
関
す
る
参
考
図
書
を
備

　
え
る
こ
と
は
望
ま
し
い
が
、
そ
の
場

　
合
一
宗
一
派
に
偏
し
な
い
よ
う
に
注

　
意
す
る
こ
と
。

四
、
自
発
的
宗
教
心
の
啓
培
h
に
関
し

て
、
学
校
教
育
上
特
に
留
意
す
べ
き
事

項
は
、
お
よ
そ
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ

る
。　
e
す
べ
て
の
教
科
学
習
を
通
じ

　
て
、
一
般
的
な
宗
教
的
情
操
の
酒
養

　
に
留
意
す
る
こ
と
。

　
⇔
　
宗
教
の
自
由
を
尊
重
し
て
、
異

　
宗
派
の
信
仰
に
対
し
て
、
相
互
に
寛

　
容
な
態
度
を
保
持
す
る
よ
う
に
指
導

　
す
る
こ
と
。

　
⇔
　
宗
教
的
図
書
に
つ
い
て
、
適
当

　
な
読
書
指
導
を
与
え
る
と
共
に
、
宗

　
教
に
関
す
る
美
術
、
音
楽
、
，
映
画
、

　
劇
等
を
公
平
に
利
用
す
る
こ
と
。

　
⑳
　
宗
教
的
情
操
が
自
然
に
養
わ
れ

　
る
よ
う
に
、
可
能
な
範
勘
囲
に
お
い

　
て
、
学
校
の
施
設
そ
の
他
の
環
境
を

，
整
備
す
る
こ
と
。

　
㈲
　
教
師
な
ら
び
に
生
徒
が
研
究
、

．
教
養
若
し
く
は
求
道
の
た
め
へ
自
主

　
的
に
学
校
内
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
宗

　
教
に
関
す
る
会
合
を
催
し
、
宗
教
家

　
の
指
導
を
受
け
て
差
支
え
な
い
が
、

　
学
校
当
局
は
こ
れ
等
に
対
し
て
、
公

　
平
な
態
度
を
保
持
す
る
こ
と
。

五
、
教
育
者
に
は
特
に
宗
教
に
対
す
る

基
礎
的
知
識
と
一
般
的
理
解
と
を
深
め

る
こ
と
．
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
教
員
養

成
機
関
の
必
修
学
科
目
に
宗
教
学
を
加

え
る
こ
ど
。

　
県
仏
事
務
所
変
更

香
川
県
仏
教
会

　
新
一
高
松
市
扇
町
一
の
二
十
七
の
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
十
五

徳
島
県
仏
教
会

　
．
新
－
徳
島
市
富
田
浜
町
二

　
　
　
（
本
願
寺
徳
島
教
堂
内
）

　
（
新
会
長
）
浅
野
　
文
雄

カ
ト
マ
ン
ズ
会

　
第
四
回
世
界
仏
教
徒
会
議
に
参
加
し

た
日
本
仏
教
代
表
団
で
組
織
し
て
い
る

カ
ト
マ
ン
ズ
会
は
、
十
周
年
を
記
念
し

て
十
一
月
十
五
日
午
後
二
時
三
十
分
か

ら
東
京
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で

開
か
れ
る
。
当
時
の
団
長
で
あ
っ
た
本
’

多
喜
禅
師
、
赤
松
常
子
女
史
、
村
沢
義

二
郎
民
、
木
村
日
紀
師
、
川
島
さ
だ
女

更
の
各
故
人
の
ご
遺
族
を
迎
え
て
追
悼

会
が
あ
り
、
終
っ
て
懇
談
会
が
催
さ
れ

る
。

　一一．1｝
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　　　　　　　　　　　　日本仏教代表団員募集

壕

箸
ー
ユ

ー
護
困
聯
㎞
唱
雛
“
㌦
鞠
悼
嚢

　　　　　　要　・　　　　　　項

　1・旅’　　程

　　　Aコース：タイ国、カンボジア、香港、台湾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12日間

，　　Bコース：タイ国、イン・ド、香港　　　　20日間

　2．出発日と旅行期間

　　　41年11月5日　　　日間（本邦出発日並びに帰国

　　　日を含みます）

　3．費　　’　用

　　　一人当り　　（Aコース）　￥265，350

　　　　　　　　　由コース）￥391，550

　　　　含まれるものは次の通りです。

　　イ　航空料金全行程往復航室運賃

　　ロ　ホテル料金　高級ホテノセの’2人室

　　ハ　食事料金　一日3食分

　　二　乗物料金　一等鉄道運賃、室港又は鉄道駅ホ

　　　テル間並びに各都市間特別バス使用運賃その他船

　　　運賃など。

　　．ホ観光料金特別パス使用運賃、ガイド料金な

　　　ど。

　　へ　団体行動のチップ、税金並びに入場料金’

　　ト手続費用旅券・査証料金・予防注射料金

　　　　但し、超過手荷物料金、洗濯ズレス代く電話料

　　　飲酒代等個人的用途の費用は含まれておりませ

　　　ん。なお総費用は現行の運賃、料金および15人以

　　　上の団体の場合を基準にして算出しております。

　4．渡航手続
　　　一切近畿日本ツーリスト社員が代脅又は御案内致

　　　しますので御安心下さい。，

　5．手荷物制限重量

　　　国際規定により一木20キロまでです

　　　　　　　　　　　　　　　　募集〆切

主催　　　　　会
’●6`
㌔噌’

　　　　第二世界仏教徒会議日程，

　　　　　　　　　　於タイ国チェンマイ市

　　　　　　　　テ　一　マ

仏教徒は人類に平和と調和　増進しよう

11月5日（土）午後4時’

　　　代表は陸路バンコックを発ちチェンマイへ出発

　　6日（日）開会式
　　　午後2時～6時半迄　於ブダサダンホーノヒ
　　　　　1　五戒文斉唱
　　　　　2　WFB会長の報告
　　　　　3　開会の辞
　　　　　締FB痴者洛頓首よりのン。セ

　　　　　　ージ朗読
　　　午後7時　晩餐会
7日　（月）　午後9時～11同時半　ブダナタンホール
　　　　　1　五戒文斉唱
　　　　　2WFB会長あいさつ及び理事会の報告
　　　　　3　各WFBセンターより過去大会決議案
　　　　　　に基く報告
　　　午後2時～同5時
　　　　　　　寺院参拝
　　　午後8時～同10時　於ブダサタンホール仏
　　　　　　　教討議あるいは講演会
8月　（火）　午後9時ん同11時半　ブダサタシホー・ル

　　　　　1　五戒文斉唱
　　　　　2　各WFBセジターより過去大会決議案
　　　　　　に基く報告
　　　午後2時～同5時半　レイルウェーホテル
　　　　　　　仏教討議または講演会
9日　（水）

　　　　午後9時よりひきつづき各種委員会
　　　　午前10時より同11時半
　　　　　比丘へ黄衣の授与式つづいて中食
　　　　　　　　　　　　　　　　ワットウモン
　　　午後2時より同5時30分　レイルウェーホテル
　　　　各種委員会
　　　午後8時～同10時　ブダサタンホール
　　　　仏教講演と討議
11日（木）

　　　午後7時半～正午迄
　　　　各所参観
　　　午後2時より同5時半
　　　　総会　ブダサタンホール
　　　　　1　五戒文斉唱
　　　　　2　各委員長よりの報告
　　　　　3　委員会報告書の検討

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10月9日まで（厳守）

全日本仏教　・協賛近畿日本ツーリスト

、翅r饗百頚rワ・一りx」』　　　　　＿

航空営業所　札幌・名古屋6京都・大阪・神戸・広島・福岡

東京都千代田区神田小川町2丁目2番地（金沢ビル）

　　　　　　　　　　　　　（294）67・21～3
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